
１年に渡り発行してきたこの「70周年記念報」も、ついに最終号を迎えました。
本誌最後は、木下 貴史社長から皆さんへの熱い想いをお伝えします。

70周年記念報を振り返って

　最後に、皆さんは会社の宝です。皆さんが安心して働ける職場環境を目指し、
新しい取り組みにも積極的にチャレンジしていかなければなりません。

皆さんと共に、次の80年、さらには100年を見据えた会社を作っていきたい。

これが私の一番の想いです。
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　私が社長に就任したのは、ガンシンに入社して３年が経った30歳のときでした。先代から指名を受けた
ときは「私なんかで良いのだろうか…」という気持ちでした。しかし、そんなとき、社会人になったばかり
の頃に上司から言われたある言葉を思い出します。

『社会人1年目は仕事を覚える年。2年目は仕事をする年。そして、3年目はようやく自分から仕事を作っ
ていく年だ。』　　ちょうど入社３年目、当時はまだ業界の勢いが弱い中での社長就任でした。この言葉の
おかげで「厳しい状況下でも私なりにどこまでできるか、がむしゃらに進もう！」と決意できました。

　その後は、お客様や地元の方々に可愛がっていただき、様々なアドバイスを受けて今日に至ります。　　

人に指示をして行動に移すことがいかに難しいことかを学んだ日々でした。当時はそれが正しいことだと思
い、理不尽なことを言ったこともあったと思います。そんな中でも、社員の皆さんは私に付いてきてくだ
さり、いつも助けてくれました。受注競争の激化や、その直後の景気不振の時期も、周囲の方々の支えや

会社の信頼を元に、皆さんがそれぞれの持ち場・立場で、全力で問題に立ち向かってくれたからこそ乗り
越えることができました。

そして、創立70周年を迎え、内勤で現場のことを知る機会の少ない社員や、さらには社員のご家族に、　

どんな仕事をしているか、どんな人が働いているか、を伝えられる機会があればとの思いから、記念報

の発行を始めました。さらに、各事業所内でコミュニケーションを取りやすい環境を作る契機にして欲し

いという思いもありました。１泊２日の宇佐神宮への安全祈願については、若い社員から「また行きた
い」という声が届いています。今後は、食事会や社内旅行など、そのような社員の声が聞けるコミュニ

ケーションの場が大事になります。70周年を機に、これからも年数回、社内での情報発信や、さらには　

外部の方へ発信する機会も持っていけたらと思っています。

今後は、業界内で存在感を示せるような強いブランド力を持つ会社にすることが目標です。さらに、従業

員の皆さんが「この会社に入って良かった」と思える会社づくり、
また、地域に愛され、お客様に選んでいただける会社づくりにも取り　　　　　　　　　　　　　　　

組んでいきます。

みんなで力を合わせて無事故、
無災害を目指していきます。

平本 将一さん

無事故で怪我なく、安全第一で
頑張ります。

志村 英雄さん

家庭を持ち、子どもを授かったの
で、より一層仕事を頑張ります！

森木 良太さん

安全作業で頑張ります！

須賀 一男さん

手嶋 直哉さん

交通違反で捕まることなく、今年は無事故･無違反で

いきたいと思います。

和崎 伸二さん

何年経っても今まで通りに仕事をして、家族みんなが

普通に過ごせたらと思っています。加えて元気でいる

ために体を鍛えていきたいです。

交通安全に気をつけたいと思い
ます。

小川 純矢さん

与えられた現場を無事故無災害
でこなします！

森 博之さん

今を悔いなく楽しく過ごします！

橋本 香代子さん

祖川 一人さん

　やったことのない仕事にも　

　チャレンジします。

ガンシンテック

藤岡 沙季さん

建設業経理士の勉強を頑張り
ます。

藤岡 真広さん

年齢、立場にふさわしい雰囲気
を身につけたい。

西本 友香利さん

育児を頑張り、復帰したら総務
として必要な資格を取ります。

残りの人生を楽しく過ごしていき

たいと思います。

植松 智子さん

子育てもあと少し。
趣味を見つけたいと思います。

片山 裕子さん

大型案件のＪＶに参加して、

受注する。

浜脇 信安さん

住田 今子さん

事務所を少しでも綺麗に掃除し
ます。

本社
代表取締役 木下 貴史さん

引き続き、従業員の皆様と

『 安 全』『品質』『環境』へ
の取り組みを行うことで、地域の

皆様に愛される企業として、この

先80周年、90周年、100周年と

継続できるように努力します。




